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表 1 コミュニケーションレベルと指導内容 ･方法 (教具)
(レベル 1)
著者 対 象 児 の概 略 指導内容 .方法 (教具)などの概略
藤島ら(1981) 7歳10ケ月､脳性マヒ 重度精薄介助で座位保持可 食事場面を利用した交信行動の形成oスプーンの触信
号だけでなく､視覚信号に対しても､口を開ける行動
の生起を促すo
細淵ら(1982) 8歳 1ケ月､脳性マヒ 重度精薄介助で座位保持可 食事場面を利用した交信行動の形成o口を開ける行動
に関与する信号を､触信号から視覚信号-と高次化し､
さらに接近行動を促すo
落合(1982) 8歳10ケ月､運動機能障害 精薄視覚障害 寝返りのみ 常勤行動 身ぶり信号の形成○床を手で トントンと打つ常勤的な
動きに注目､これを他者にゆらしてもらうという身ぶ
り信号にするo
山下(1978) 1歳9ケ月､脳性マヒ､水頭症による脳奇形 座位 .はいはい可 本児の好む自動車を利用o種々の課題状況 (ついたて
遮閉､透明箱､木箱 (ふたなし.あり)､カセットの
荒川ら(1978) 9歳2ケ月､聴覚障害 脳性マヒ精薄 四つはい移動可 ｢チ ヨー ダイ｣の身ぶりサインの形成○特定場面にお
ける要求行動を利用o身ぶりサインを作らせたら必ず
食物を与えるという確定的状況の設定○
松田(1979) 10歳3ケ月､盲 精薄 つたい歩き可 いざり移動可 分析行動の成立をめざすO属性弁別学習0位置遅延反
応学習o見本合わせ成立せず､自力で遂行可能な課題
(玉入れ .リソグさし)から導入o
大柴(1982) 2歳4ケ月､精薄 対人関係希薄歩行可 人とのふれあいの拡大をめざすo身体遊び､大型遊具
(平均台 .すべり台)での遊びoポール .ミニカー.
食物を媒介とした人とのやりとりo玉入れ○
我妻(1977) 8歳4ケ月､脳性マヒ 重度精薄自力座位可 身ぶりサインに対する受信行動の形成o物-の接近行
動の形成 (マグネットバンドを作成し､積み木をつま
上浦(1979) 14歳､盲 精神薄弱 てんかん歩行可 自発性乏しい 身ぶりサインの形成0本児の好きな遊具 (プランコ)
を素材にし､自ら要求を表出せざるを得ない場面を設
定o｢プランココイデ｣｢オワリ｣を習得o
窪田(1978) 8歳4ケ月､重度能性アF 寝返 意思表出の明確化をめざすo｢-イ｣ .｢イイエ｣のり不可 床をけつ七伸が位のまま 音声発信を促すoこれを利用して具体物 .図形 .文字
蕗動 - ･数等の見合わせ学習o
松下(1978) 10歳10ケ月､盲 精神薄弱 歩行可 身体接触に拒否的 身ぶりサインによる意思表出を促すoプランコ遊びを
利用して ｢コイデ｣｢オワリ｣｢イイコ､イイコ｣
｢チ ヨー ダイ｣の身ぶりO型-メと分析学習o
高杉(1971) 3歳､重度脳性マヒ 座位不可 意思伝達の表出手段を習得させるo発声の分化から発
語をめざすが失敗0日と手の協応課題､色 .形の弁別
選択課題､ ｢-ィ.イイ-｣サイン､文字の導入o
内田ら(1980) 2歳6ケ月､視覚障害 聴覚障害寝返りやはいはいで移動 身ぶりサインの形成o初期学習で培った感覚運動機能
を基盤に食事場面や触振動刺激の受容場面で ｢チ ヨー
ダイ｣の身ぶり導入o




著者 対 象 児 の概 略 指導内容 .方法 (教具)などの概容
前東ら(1975) 11歳､盲 難聴 歩行可 自傷行動激しい 点字 .指文字によるコミュニケーションの形成o事物(さら.くし.いし.あめ)と指文字 .点字との結合
行動パターンの拡大を指文字で定着させるo
松田(1977) 10歳8ケ月､脳性マヒ 重度精薄寝返り移動可 見合わせ学習の成立をめざすo色 .形の異なるコップ
2個で遅延反応学習 (非遮閉条件 .避閉条件)o同時弁
別学習○各種刺激の分類 .見本合わせ○
佐藤ら(1982) 6歳11ケ月､ろう 精薄 歩行可 ひら仮名文字信号の形成と音声系信号-の交換をめざすo色.形 .位置などの弁別.同定学習○身ぶり.絵
･写真による交信に文字を重ねるo口形記号の学習o
土谷(1983) 5歳､先天性脳奇形 脳性マヒ歩行可 身辺自立 音声言語信号系活動の促進をめざすo音声言語を見本
項とし､数種の実物模型 .写真 .絵カードを選択項と
する見本合わせで受信を促す○ (発信はこの道)
内田 4歳3ケ月､行動障害 (多動)を 多動要求を受容したうえでの､リングさし､玉入れ､型-メ操作O見比べ0分類課題.選択事態での分類
(1981) 伴う精薄 歩行可 自傷あり (リング.乾電池 .型-メ)o音声と事物 .操作の
反応o
我妻.(1983) 17歳6ケ月､重度精薄 歩行可身辺自立 ｢あいさつ｣において音声言語に対する受信行動の形成をめざすo①音声十触覚的身ぶり ②音声+祝覚的身ぶり ③音声のみのプロセスで形成o
吉田ら(1978) 18歳､髄膜炎後遺症の疑い 精薄てんかん 歩行可 (∋色の弁別.遅延反応学習 (赤と黒のコップに菓子を入れて選択)(参見本合わせ学習 (黒と黄のコップL
のはなく伝統的教具が中心である｡





























































































































1 物を注視する A 顔を見つめる
2 積木を片手で保 B あやすと笑う
持する C 何らかの要求を示
3 孜の布をとる す
4 積木を持ちかえ D 人の行為を見て模
7_ 倣する
5 斜から物をだす E 指さす方向を見る




9 かくされた物を H 物をやりとりする
捜す Ⅰ 対象を指示する
表3 各項目の出現月齢
対物関係項目 1 2 3 4 5 678910


































項 目 j 計
1 0
項 1 a b a+b
目1 0 C d C+d
計 ~a+C b+d N
Reproducibity:再現性基準
tij-2(豊ab'.bcミTb(.2alb2d')C2≧≠*





































対 物 関 係 対 人 関 係
項目 人数 通過率% 項目 人数 通過率%
1 69 96 A 62 86
2 50 69 B 45 63
3 56 78 C 29 40
4 21 29 D 23 32
5 34 47 E 12 17
6 18 25 F 29 40
7 31 43 G 14 19
8 17 24 H 23 32
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